
印象激変、でも自然。
ナチュラルメイク誌上レッスン。

ヘア＆メイクKUBOKIさんの特別授業！

メイクしたいけれど、やりすぎは避けたいし、そもそも何から始めたらいいのか？　
そんな悩める男子が本当に知りたい、ナチュラルメイクの秘訣を特集。
3人のケーススタディによる誌上レッスンが開講！
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メイク初級者の
JOJIさん

25歳・出版社勤務

いつもの僕はこんな感じ。

典型的な混合肌タイプ。
おでこ、鼻、あごのTゾーンは脂っぽい。
一方で頬はけっこう乾燥している。

小鼻周辺の毛穴目立ちがやばい。
おでこのテカリは冬も悩み…。

眉毛は何をしていいかわからず放置。

メイクは全く未経験。

眉下を整えると
目の印象がアップします

とにかく、テカらせない！

脂っぽさが気になる小鼻周辺の皮脂をケア。

毛穴や赤みをカバーするコントロールカラーで肌補正。

パウダーで皮脂が出てくるのを防ぐ。

眉下を手入れし、眉上はいじらない。

切る、抜く、剃るを見極め、形を整える。

簡単に使える眉パウダーで毛を足す。

数々の美容誌での提案をはじめ、商
品開発のアドバイザーなど多方面で
活動。メンズ美容の第一人者として
も知られ、男性タレントからの指名
も多い。Three PEACE 所属。

ヘア＆メイクアップアーティスト
KUBOKIさん

先生はこの方！

皮脂ケアコスメ
肌質を変える
コントロールカラー
仕上げのフェイスパウダー

肌づくり

眉バサミ＆コーム
眉シェーバー
アイブロウパウダーと
スクリューブラシ

眉の手入れ
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テカリ知らずの清潔肌！のためのベースメイク法
涼しげな美肌のためにまずなんとかしたいのが毛穴とテカリ。
簡単２ステップで皮脂から守り、1日サラサラが続く肌を目指す！

オイルケアスティックでマットに整える。コントロールカラーとパウダーで自然に。

小鼻の皮脂肌の質感

こうした皮脂ケアのコスメは一番最初に使うと覚えよう。ベースカ
ラーやBBクリーム、ファンデーションなどを塗る前が鉄則だ。

1 スティックタイプのものは肌に直塗りして使えて便利。おでこ、小鼻など
油分や毛穴が気になる部分に当てて塗り込む。
2 指の腹を使ってくるくるとすべらせるようにして肌になじませる。さらっとし
た質感に整えばOK！

ファンデーションよりも薄づきでナチュラルさを残しながら、色味、
質感を整えるフェイスカラーを活用。

1 額、鼻、両頬、あごに「5点置き」して全体にまんべんなく塗ることがポイン
ト。指の腹を使ってスーッと、内側→外側にのばしていく。
2 パウダーはブラシを使うと簡単。ふわっと薄くのせることができる。粉が落
ちてくるので上から、額、頬、あごの順に行う。
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ボサボサ脱却！やりすぎ感のない好感度な眉づくり
自眉を生かしてきれいに見せる方法をレッスン。

先述の通り、上はいじらず、眉の下を丁寧に整えよう。眉が決まると顔印象が激変するぞ！

眉メイク眉カット

アイブロウパウダーで形をつくる。
眉メイクと眉カットはどちらから始めてもいいが、先に眉を描いて
おくと手入れをする目安がわかりやすい場合も。今回は先に眉メイ
クを行っていく。

1 aのパウダーをブラシに取り、眉尻を足す。ブラシの動かし方は毛並みに沿
って上から下に動かす。続いてbのパウダーをブラシの広い面で取って眉頭
～眉尻までふわっとのせる。
2　スクリューブラシでなぞり、ぼかす。

切る、剃るで眉下をスッキリ。
眉のグルーミングツールは適材適所で使い分けよう。今回は長い毛
をカットするハサミと、不要なうぶ毛を処理するシェーバーを使う。

1 まずは眉毛のカットから。コームを上から当ててとかし、はみ出した毛をハ
サミでカットする。１本１本丁寧に行うこと。
2　続いてシェーバーでまぶたの毛を剃る。この時、毛流れに逆らうように眉
尻から動かす。逆剃りにするときれいに処理できる。
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くすみ赤リップで血色感を盛る。
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ボサ眉から大変身。眉の下をすっきり整えた
ことで、目もとが一段クリアになった。眉の
上は形を変えずにふわっと描くのみ。

眉に力が出ると
生命力もアップするね！


